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平成31年度 東広島熟年大学受講生募集 !!
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今年は「点訳・要約筆記・
手話奉仕員養成講座」を開講します!

　社協では毎年、視覚障がい者、聴覚障がい者へ
の支援を行うボランティアさんを養成する講座を
開講しています。
「要約筆記って？」「点字なんてやったことない�」
という方もたくさんおられます。
　地域の障がいのある方への支援をしてみません
か？ 【関連記事】3ページ
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▲ ワークショップの様子
▲  100 名を超える方に参加いただきました

現場職員が学ぶ「人材確保」と「離職防止」研修を開催しました

平成30年度権利擁護セミナーを開催しました

　東広島市社協では、行政・福祉施設・ハローワーク・養成校等と協働し、福祉・介護人材の確保・
育成・定着に向けた取り組みを進める「東広島市福祉・介護人材確保等総合支援協議会」を組織し
ています。
　この協議会の取組みとして、1月15日に東広島市総合福祉センターにおいて、現場職員が学ぶ「人
材確保」と「離職防止」研修を開催しました。
　福祉・介護人材の慢性的な人材不足の中、人材確保と離職防止について、新入職員を指導する現
場のリーダーが学ぶことを目的に、市内の福祉・介護施設の職員が参加しました。
　講演していただいた、トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校介護学科長の吉岡俊昭先生から
は、「新入職員を職員みんなで育てていく意識が必要」「素晴らしい仕事、必要な仕事であることを
長いスパンで発信し続ける事が大切」という事を熱く、楽しく教えていただきました。
　東広島市社協では、今後も福祉施設と連携を図りながら、安定した福祉・介護サービス提供でき
る地域づくりを進めて行きます。

▲ 吉岡先生
「学生は職場の人間関係を重視している。明るい職場づくりから始めましょう。」

▲ グループで情報交換を行い、新人教育で
大切なことを共有しました

　「親なきあとの成年後見制度」をテーマに、ご自身も成年後見人として活動されている河口社会福
祉士事務所の河口幸貴先生を講師としてお迎えし、事例を交えてご講演いただきました。後半のワー
クショップでは、東広島市、父母の会、東広島市社協の立場からそれぞれの思いを話しました。
　このテーマは、権利擁護センターに寄せられる相談として増えている内容で、参加者も100名を超
えたことから、みなさんの関心の高さがうかがえました。
　今回のセミナーを通じて、この制度に期待されている一方、同じくらい不安を抱えておられること
がわかりました。私たち専門職は、この不安について少しでも解消していただけるように、今後も普
及啓発に努めていきたいと思います。
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●点訳奉仕員養成講座
【点訳とは、活字で書かれている書籍や広報誌などの内容を点字にすることです】

学 習 内 容 点訳技術の基本や視覚障害者福祉について学習します
開 講 期 間 5 月 14 日～ 3 月中旬頃　火曜日　9:30 ～ 11:30（全 20 回）
開 催 会 場 東広島市総合福祉センター
定 員 15 名（定員を超えた場合、抽選を行なうこともあります）
受 講 料 無　料【但し、テキスト代 1,512 円（税込）が必要です】

応 募 資 格 ・ 東広島市内に在住または勤務する 18 歳以上の方で、点訳ボランティアに興味のある方
・講座終了後に、点訳サークルに入るなど点訳活動をする意思のある方

そ の 他 <2 年コース >1 年目修了者は、２年目にパソコン点訳を学習します

●要約筆記奉仕員養成講座
【要約筆記とは、聴覚に障がいがある方に話の内容をその場で文字にして伝える筆記通訳のことです】

学 習 内 容 さまざまな情報を要約し、書いて伝える技術を学習します ※ パソコンを用いての通訳を主に学びます
開 講 期 間 5 月11日～ 8 月31日　土曜日／全18回（9:30～12:00/16 回、9:30～15:30/2 回）
開 催 会 場 東広島市総合福祉センター
定 　 　 員 20 名（定員を超えた場合、抽選を行うこともあります）
受 講 料 無　料【但し、テキスト代 3,600 円（税込）が必要です】

応 募 資 格
・東広島市内に在住または勤務する 16 歳以上の方で、原則、全回参加できる方
・講座終了後に、要約筆記サークルに入るなど要約筆記活動をする意思のある方
・パソコン入力ができ、ノートパソコン持参が可能な方

●手話奉仕員養成講座
学 習 内 容 聞こえない人と手話で日常会話ができる技術を習得します
教 室 名 火　曜　教　室 土　曜　教　室

開 講 期 間 5 月 14 日～ 12 月上旬頃　火曜日
9:00 ～ 12:00（全 27 回）

5 月 11 日～ 12 月上旬頃　　土曜日
9:00 ～ 12:00（全 27 回）

開 催 会 場 東広島市総合福祉センター
定 員 各教室 25 名（定員を超えた場合、抽選を行なうこともあります）
受 講 料 無　料【但し、テキスト代 3,240 円（税込）が必要です】

応 募 資 格 ・東広島市内に在住または勤務する 18 歳以上の方で、手話の学習経験のない方等
・講座終了後に、手話サークルに入るなど手話活動をする意思のある方

東広島市
社会福祉協議会

▲話している内容を文
字にして表示します

平成31年度「点訳」「要約筆記」「手話」奉仕員養成講座受講生募集

① 希望講座（手話講座のみ教室名も記入）
② 郵便番号　③ 住所　④ 氏名（ふりがな）

⑤ 電話番号・ＦＡＸ番号
⑥ 受講の動機
　　（手話講座の受講を希望される方のみ）

●申込み〆切り
４月12日㈮（当日消印有効）
●お問合せ・申込み先
〒 739-0003
東広島市西条町土与丸 1108
東広島市社会福祉協議会
企画福祉課　まで
☎ (082)422-4075

お申込み方法 ●�各講座とも�ハガキ�または 東広島市社協ホームページから 
お申込みください。ホームページにはQRコードからアクセスできます。 
※ 受講可否のお知らせは4月下旬に通知書を発送する予定です。

※一定の人数に満たない場合、開講できないこともあります。

記　入　例

《障がいのある方と交流を深めるための勉強をしてみませんか？》
…あなたの手助けを必要としている人がいます！…

この講座を受講された方々が様々な場所で、障がいのある方々の手助けをし、活躍されています。
あなたの生活リズムに合った講座であ
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“出会い”と“笑顔”にふれてみませんか？


